
ラ
テ
ン
語
の
胃
＆
旨
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
員
詫
急
昌
に
由
来
し
、

「
倦
怠
」
や
「
憂
う
つ
」
に
近
い
状
態
と
さ
れ
る
。
英
語
で
も
同
じ

く
画
Ｃ
ａ
旨
後
に
は
画
８
罠
①
と
も
言
わ
れ
た
。

こ
の
術
語
を
一
般
化
し
た
の
は
宕
冒
ロ
ロ
⑦
切
○
開
唖
慰
国
易
（
８
函
９

１
３
．
お
ｅ
で
、
彼
は
ス
キ
テ
ィ
ア
に
生
ま
れ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ポ
リ
ス
の
総
大
司
教
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
も
と
で

修
行
し
た
修
道
僧
で
あ
る
。
一
○
年
余
を
エ
ジ
プ
ト
の
隠
遁
者
と
と

も
に
生
活
し
た
後
、
四
一
五
年
モ
ン
・
ヘ
リ
エ
に
自
ら
修
道
院
を
建
て

て
い
る
。
東
方
の
修
道
院
生
活
を
西
方
に
移
植
し
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
そ
の
代
表
作
に
『
修
道
士
の
制
度
と
主
要
な
八
つ
の
悪

徳
の
矯
正
』
（
ロ
。
冒
豊
冒
房
９
ｇ
ｏ
画
。
『
巨
日
③
Ｅ
の
Ｏ
ｏ
８
閾
目
冨
冒
ョ

冨
号
冒
冒
胃
昌
＆
房
．
匡
冒
雪
）
が
あ
る
。
「
七
つ
の
大
罪
」
と
し
て

知
ら
れ
る
罪
悪
は
当
時
は
八
つ
あ
っ
た
よ
う
で
（
鱒
鵲
賦
ご
易
の
定

義
に
よ
れ
ば
鼬
Ｃ
ａ
国
は
「
心
の
倦
怠
な
い
し
動
揺
」
（
国
昌
匡
冒
腎
①

吟
。
＆
国
ｌ
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
中
世
版

大
橋
博
司

自
酋
の
国
ぃ
８
目
の
）
で
あ
り
、
「
不
安
」
（
旨
名
冒
且
。
）
の
語
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
著
者
に
よ
る
と
、
画
の
①
島
騨
と
は

修
道
院
の
独
房
で
修
行
す
る
僧
侶
、
砂
漠
に
住
ま
う
隠
者
、
そ
の
他

の
宗
教
的
生
活
の
た
め
に
選
ば
れ
た
聖
職
者
を
襲
う
病
（
ま
た
は
罪
）

で
あ
り
、
魂
の
倦
怠
、
救
剤
へ
の
無
関
心
、
絶
望
な
ど
を
も
っ
て
彼

を
襲
う
。
彼
ら
は
自
分
の
い
ま
住
ん
で
い
る
所
が
何
か
無
意
味
な
、

無
味
乾
燥
の
場
所
だ
と
感
じ
、
い
ま
交
わ
っ
て
い
る
人
々
が
無
価
値

な
者
に
思
わ
れ
る
。
別
の
所
へ
行
け
ば
も
っ
と
良
い
場
所
が
あ
り
、

も
っ
と
良
い
人
に
会
え
る
の
で
は
な
い
か
と
夢
想
す
る
。
胃
＆
旨
に

襲
わ
れ
る
と
、
精
神
的
運
動
は
す
べ
て
麻
癖
し
、
遠
く
へ
旅
立
ち
た

い
と
い
う
や
み
が
た
い
欲
望
に
か
ら
れ
る
。
興
味
あ
る
こ
と
に
、
自

分
の
本
業
で
あ
る
宗
教
的
生
活
以
外
の
こ
と
に
は
何
で
も
興
味
が
も

て
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
状
態
は
ｌ
現
代
の
う
つ
病
の
日

内
変
動
の
よ
う
に
Ｉ
き
ま
っ
て
真
昼
に
襲
う
こ
と
が
多
い
。
旧
訳

聖
書
の
詩
篇
九
一
に
あ
る
「
真
昼
に
荒
ら
す
滅
び
」
が
精
神
的
緊
張

を
麻
痒
さ
せ
、
不
可
抗
力
的
な
不
安
と
焦
躁
と
に
陥
ら
せ
る
の
で
あ

る
。

こ
の
胃
⑦
昌
騨
を
救
う
た
め
に
は
、
同
僚
の
慰
め
、
眠
り
に
よ
る

慰
め
、
あ
る
い
は
作
業
に
よ
る
精
神
的
集
中
な
ど
が
推
め
ら
れ
て
い
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る
。
ｏ
圏
協
冒
旨
畠
自
身
、
砂
漠
の
修
道
院
に
お
け
る
長
年
の
体
験
と

観
察
が
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
状
態
の
訳
述
は
精
神
医
学
的
に
み
て
も

大
変
に
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

：
＆
旨
と
言
い
冒
旨
と
は
○
農
睦
冒
〕
農
に
お
い
て
は
明
確
に
分

離
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
両
者
の
区
別
は
次
第
に
不
分
明
と
な

り
、
一
つ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
く
（
聖
グ
レ
？
コ
リ
ゥ
ス
、
イ
シ
ド
ロ
ス

な
ど
）
・
そ
の
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
と
嘗
騨
目
段
曼
や
琶
胃
冒
庁

の
研
究
が
あ
る
。
英
語
で
の
四
。
、
匙
旨
は
文
人
チ
ョ
ー
サ
ー
の
頃
ま

で
は
日
常
語
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
死
語
同
然
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
だ
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
初
期
の
詩
人
・
ヘ
ト
ラ
ル
カ
は
、

自
ら
が
本
来
の
意
味
Ｉ
す
な
わ
ち
宗
教
的
罪
悪
Ｉ
と
は
異
な
っ

た
意
味
で
、
自
己
の
メ
ラ
ソ
コ
リ
ッ
ク
な
体
験
を
画
。
且
冨
と
記
し
、

こ
れ
を
ゲ
ー
テ
流
の
葛
の
旨
呂
目
①
届
と
同
化
し
て
い
る
。

中
世
の
医
学
に
お
け
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ァ
概
念
は
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ

ス
、
ガ
レ
ノ
ス
の
概
念
を
継
承
す
る
「
黒
胆
汁
」
説
で
、
全
く
生
物
学

的
な
説
明
原
理
に
依
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
述
べ
た
脚
Ｃ
ａ
旨

は
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ァ
に
関
す
る
潮
流

の
、
い
か
に
も
中
世
的
な
副
主
題
を
な
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（
京
都
大
学
精
神
医
学
）

本
発
表
は
平
安
時
代
の
医
学
の
社
会
的
側
面
を
分
析
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
疫
病
及
び
飢
饅
発
生
時
の
政
治
社
会
的
処
置
を
比
較
し

て
先
ず
疫
病
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
認
識
を
受
け
、
そ
の
処
置
に
ど

ん
な
特
色
が
あ
る
か
を
分
析
し
た
。
用
い
た
資
料
は
、
六
国
史
・
類

聚
国
史
・
日
本
紀
略
・
扶
桑
略
記
・
本
朝
世
紀
・
百
錬
抄
・
類
聚
符
宣

抄
・
本
朝
文
粋
・
小
右
記
・
中
右
記
・
玉
葉
が
主
で
あ
る
。
演
者
が

調
べ
得
た
限
り
、
疫
病
に
つ
い
て
は
全
国
規
模
六
八
回
、
非
全
国
二
二

回
の
計
九
○
回
、
処
置
は
奉
幣
・
懐
・
読
経
・
御
霊
会
等
呪
術
宗
教

力
に
頼
る
も
の
六
○
回
（
全
国
四
六
回
、
地
方
一
四
回
）
、
食
糧
・
銭
の

賑
給
三
三
回
（
全
国
三
面
、
地
方
二
回
）
、
処
置
無
一
六
回
（
全
国
一

四
回
、
地
方
二
回
）
、
免
税
あ
る
い
は
納
税
延
期
処
置
二
回
（
全
国
一

○
回
、
地
方
一
回
）
、
同
じ
く
大
赦
二
回
（
全
国
二
回
、
地
方
○
）
、
最

後
に
医
薬
配
給
・
医
療
等
医
学
的
処
置
七
回
（
全
国
七
回
、
地
方
○
）
と

資
料
を
通
し
て
見
た
平
安
時
代
の

医
学
の
社
会
的
側
面
に
つ
い
て

Ｍ
Ａ
Ｃ
／
Ｅ
・
美
枝
子
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